
 

 

 

 

 

 

令和２年度  第 1回 

 

小国町総合教育会議会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

小国町 



 

令和２年度第１回小国町総合教育会議会議録 

 

１．召集年月日   令和２年１１月１８日（水） 

 

１．召集の場所   おぐに町民センター２０６号室 

 

１．開   会   午前１０時００分 

 

１．閉   会   午前１１時１０分 

 

１．出席構成員   小国町長     渡邉 誠次 君 

          小国町教育委員  田代 篤雄 君 

          小国町教育委員  梅田 聖子 君 

小国町教育委員  横尾 祐輔 君 

          小国町教育委員  千明 和浩 君 

小国町教育長   麻生 廣文 君 

 

１．欠席構成員   な し 

           

１．傍 聴 者   な し 

 

１． 説明のために出席した職員の職氏名 

                  小国中学校長         家興 修一 君 

                  小国小学校長         荒木 完二 君 

          総務課長                     小田 宣義 君 

教育委員会事務局長           木下 勇児 君 

          総務課審議員                 山口 美晴 君 

教育委員会事務局次長         久野 由美 君 

教育委員会事務局学校教育係長 後藤 栄二 君 

 

 

１．会 議 内 容   別紙「令和２年度第 1回小国町総合教育会議次第」のとおり 

  



 

会議の経過及び顛末 

 

１．開 会 

事務局：山口総務課審議員 

 

２．町長挨拶 

構成員：渡邉町長より挨拶 

 

３．教育長挨拶 

構成員：麻生教育長より挨拶 

 

４．出席者紹介 

別紙「令和２年度第 1回小国町総合教育会議出席者名簿」のとおり 

 

５．議 事 

  構成員：渡邉町長が小国町総合教育会議設置要綱により議長となり、議事を進行する。 

（１） 令和２年度「小国の教育」チャレンジプランの検証について 

（２） 令和３年度の新しい取り組みについて 

 麻生教育長、荒木小学校長、家興中学校長がぞれぞれ説明 

 

 構成委員意見 

○田代篤雄委員 先生方が疲弊することのないように気持ちよく仕事できるように職員室内

のコミュニケーションをとったりすることなど、目指す教職像のひとつとしてしてほし

い。 

○横尾委員 学力の向上を第一にすることだったが、家庭学習が学力の向上の一番の課題で

あるので、小国ノート等の活用方法をもっと考えてほしい。 

○家興小国中学校長 家庭学習の質の指導。例えば、８、９年生の優れた家庭学習の内容を

掲示して、良い刺激として学習意欲の向上として取り組んでいる。課題は同学年同士の

学力の上げ合い。また、授業でノートに板書した内容を家庭学習で補強に勉強すること。

そのサイクルが必要と感じている。 

○荒木小国小学校長 優れた家庭学習を生徒に掲示し、いい刺激となるようにしている。 

○横尾委員 自由に好きな学科でさせているのか、又は今日は何の科目をするのか決めてい

るのか。小国ノート等を使用することで、家庭学習の意欲向上に繋がるので、上手に活

用してほしい。 

○家興小国中学校長 自分で自由にする分と、担任が指示する分のどちらも行っている。 

○梅田委員 家庭学習は保護者・学校で協力して、行っていかないと中学生になってからも

習慣化しないと思う。低学年のころから学習できるように先を見据えた意識づけをして

いくべき。虫歯治療率についても、子どもの健康としっかり向き合うことを保護者へ指

導するべき。今まで取り組んできたが、なかなか治療に行かないことについても、学習



 

面にもつながると思うので、長い目で見ながら健康管理から大切さを教えていく必要が

ある。 

○千明委員 全国学力～結果が、成績が芳しくなかったが、その後実施した結果成績が上が

ったことについて、どんなことをしたのか。それを継続すれば、今後も向上していくの

ではないか。 

○家興小国中学校長 新しい学年に上がって最初のテスト。生活リズムを整える、「思考 判

断 表現」、資料読み取って文章にする力、計算力等慣れていないとなかなか難しいので、

過去問を慣れるように解かせた。日々の授業の中でそのような力を付ける内容をしなけ

ればいけないと思う。多面的な情報を自分で判断して解いていく力を付けるのがとても

重要かと思う。 

○渡邉町長 教育現場はあまり変わらず、周りの環境はすさまじく変わっていく。それに追

いつくわけではなく、教育現場は特に数学とか問題は正解があるが、教育の正解はどれ

が正解かがわからないから、変わらないのだと思う。国際化と情報化社会は必ず必要と

いうことは間違いないので、それに対応するというよりも、小国はこうしていきますと

いうようなことを決めて実行していくことが必要。一般的に学校ですべきこととそれに

プラスで小国学と英会話が重点的に行われいている。また柴三郎博士のこともあるので、

小国学の郷土愛を深めてもらう。 

また、周りの環境への適用能力。高校までの一貫教育は、小国から出た時の弊害がも

しかしたらあるかもしれない。その部分も含めて、毎年毎年繰り替えしながら、次の年

度へどうするかというのも考えていきたい。 

 町の財政支援を行っているが、効果的に支援できているか等答えを出すとよう。削っ

たりできる。現場の先生の意見、なかなか難しいが家庭の意見を取り入れる。学校と教

育委員会とがしっかり連携をとること。 

○田代委員 小学校の低学年の保護者等は、教育委員会の存在を知らないことが多い。実際

に要望を上げればよかったというような事案があった。教育長、事務局等を含めて、教

育委員へもっと相談したり等利用してほしい。 

 

閉 会 

  事務局：総務課山口審議員 

 

 

会議に使用した資料一覧 

 

１．令和２年度年度第１回小国町総合教育会議次第 

１．令和２年度第 1回小国町総合教育会議出席者名簿 

１．第２次小国町教育大綱・小国町教育努力目標 

１．教育長・小国中学校・小国小学校説明資料 


